
総
会
は
会
員
等
二
十
三
名
が

参
加
し
、
会
を
代
表
し
て
大
野

会
長
か
ら
は
、
「
二
十
年
を
越

さ
せ
な
い
た
め
に
会
員
の
拡
大

や
交
流
会
、
カ
ン
パ
活
動
等
地

区
と
し
て
で
き
る
だ
け
の
活
動

を
展
開
し
て
き
た
」
「
結
果
二

十
一
年
目
を
迎
え
た
わ
け
だ
が
、

国
労
全
国
大
会
で
は
、
『
四
者
・

四
団
体
』
の
団
結
を
も
と
に
政

治
解
決
の
実
現
に
全
力
を
挙
げ

る
方
針
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

喜
多
方
連
帯
す
る
会
と
し
て
十

八
年
以
上
に
わ
た
っ
て
国
鉄
闘

争
を
支
え
、
共
に
闘
っ
て
き
た

こ
と
に
『
自
負
と
誇
り
』
を
も
っ

て
、
国
労
と
共
に
最
後
ま
で
闘

い
抜
き
た
い
」
と
の
挨
拶
が
さ

れ
た
。

続
い
て
大
沼
地
本
書
記
長
か

ら
第
七
十
五
回
国
労
全
国
大
会

の
報
告
と
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件

の
早
期
解
決
に
向
け
た
闘
い
に

つ
い
て
、
全
国
大
会
で
確
認
し

た
闘
い
の
到
達
点
、
決
定
し
た

方
針
、
闘
い
の
展
望
に
つ
い
て

問
題
提
起
が
さ
れ
た
。

ま
た
、
闘
争
団
全
国
連
絡
会

議
小
野
副
議
長
か
ら
は
、
解
決

局
面
に
あ
る
と
の
情
勢
認
識
の

下
「
具
体
的
要
求
に
つ
い
て
政

治
か
ら
の
回
答
が
あ
っ
た
場
合

で
も
躊
躇
し
な
い
よ
う
組
織
と

し
て
の
腹
固
め
を
準
備
し
て
い

る
」
な
ど
、
緊
迫
し
た
報
告
が

さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
、
全
体
で

情
勢
の
共
有
化
が
図
ら
れ
た
。

仙
台
闘
争
団
か
ら
佐
藤
事
務

局
長
、
郡
山
連
帯
す
る
会
か
ら

は
高
橋
事
務
局
長
が
参
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
決
意
と
連
帯
の
挨
拶

が
さ
れ
た
。
ま
た
、
総
会
終
了

後
は
、
参
加
者
全
員
で
懇
親
を

深
め
あ
っ
た
。
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八
月
二
十
四
日
、
喜
多
方
労
働
福
祉
会
館

に
お
い
て
、
第
十
九
回
喜
多
方
連
帯
す
る
会

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
総
会
で
は
活
動
・
財

政
報
告
、
活
動
方
針
、
役
員
体
制
に
つ
い
て

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
、
引
き
続
き
解
決
ま

で
国
鉄
闘
争
を
支
え
闘
う
こ
と
を
決
定
し
た
。集会に結集した共闘の皆さん

八
月
三
十
一
日
～
九
月
一
日
開
催
さ
れ

た
東
日
本
本
部
第
二
十
一
回
定
期
大
会
に

お
い
て
、
東
北
工
事
事
務
所
分
会
の
機
関
紙

「ろ
ば
た
」が
年
間
発
行
五
十
号
以
上
の
選
考

基
準
を
満
た
す
五
十
三
号
の
発
行
に
よ
り
、

六
年
連
続
と
な
る
優
良
機
関
紙
表
彰
を
受

賞
。
ま
た
、
機
関
の
学
習
・交
流
の
継
続
二
十

年
以
上
に
よ
り
「拡
大
班
会
議
」も
表
彰
さ
れ
、

ダ
ブ
ル
の
受
賞
と
な
っ
た
。

「ろ
ば
た
」は
職
場
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、

春
闘
総
行
動
の
取
り
組
み
と
し
て
定
着
し
て

い
る
川
柳
大
会
の
掲
載
な
ど
、
幅
広
い
話
題

を
取
り
上
げ
分
会
全
体
で
作
り
上
げ
て
き
た

も
の
。

「拡
大
班
会
議
」も
分
割
民
営
化
以
降
、
八

十
七
年
よ
り
こ
れ
ま
で
二
十
年
間
、
毎
月
休

む
こ
と
な
く
開
催
さ
れ
、
点
在
す
る
組
合
員

の
学
習
と
交
流
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

ま
た
、
今
年
は
機
関
紙
表
彰
設
立
10

周
年
を
記
念
し
、
非
専
従
の
中
で
奮
闘

し
て
い
る
教
宣
担
当
者
の
苦
労
に
感
謝

す
る
意
味
を
込
め
30
号
を
越
え
た
地
方

に
特
別
表
彰
が
設
け
ら
れ
、
水
戸
、
高
崎
、

新
潟
、
そ
し
て
仙
台
地
本
（
32
号
発
行
・

写
真
）も
表
彰
を
受
け
た
。



八
月
二
十
八
日
、
郡
山
工
場

支
部
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員

会
が
「
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
学
習

会
」
を
工
場
内
の
第
二
会
議
室

に
お
い
て
開
催
し
た
。
支
部
単

位
で
の
同
学
習
会
は
三
月
に
仙

総
支
部
で
開
催
さ
れ
て
以
降
二

度
目
。

会
は
大
橋
副
委
員
長
の
司
会

で
開
会
し
、
支
部
を
代
表
し
て

挨
拶
に
立
っ
た
橋
本
執
行
委
員

長
は
、
自
身
の
経
験
か
ら
ア
ス

ベ
ス
ト
の
怖
さ
と
、
ア
ス
ベ
ス

ト
作
業
で
の
不
当
処
分
に
対
す

る
会
社
へ
の
怒
り
、
学
習
会
の

重
要
性
を
示
し
た
。

続
い
て
地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
対

策
委
員
会
事
務
局
長
の
佐
藤
執

行
委
員
が
全
国
と
地
本
内
の
経

過
と
状
況
、
今
後
の
課
題
と
取

組
み
に
つ
い
て
提
起
。
そ
の
内

容
は
①
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
が
大

き
く
な
っ
た
の
は
毎
日
新
聞
の

夕
刊
（
０
５
・
６
・
２
９
）
に

「
ク
ボ
タ
社
員
及
び
工
場
に
出

入
り
し
て
い
た
業
者
に
お
い
て

中
皮
腫
・
肺
が
ん
な
ど
の
石
綿

関
連
の
発
症
が
急
増
し
、
過
去

十
年
で
五
十
一
人
が
死
亡
」
の

記
事
が
き
っ
か
け
。
②
地
本
は

こ
れ
ま
で
十
二
回
の
対
策
委
員

会
を
開
催
し
、
そ
の
中
で
学
習

会
を
二
回
開
催
し
て
い
る
。
③

職
場
・
施
設
に
お
い
て
ア
ス
ベ

ス
ト
ら
し
き
物
が
出
現
し
た
場

合
、
会
社
に
即
時
連
絡
を
す
る

必
要
が
あ
り
、
基
本
は
ノ
ン
・

ア
ス
ベ
ス
ト
化
で
あ
る
。
④
地

本
は
特
殊
健
康
診
断
の
結
果
を

集
約
し
て
お
り
協
力
を
要
請
す

る
と
共
に
、
個
々
人
で
息
切
れ
・

咳
・
痰
な
ど
の
自
覚
症
状
が
表

れ
た
場
合
は
早
期
に
受
診
す
る

こ
と
等
。

参
加
者
か
ら
は
①
ロ
ッ
ク
ウ
ー

ル
や
ガ
ラ
ス
ウ
ー
ル
は
現
在
規

制
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
。
②
職
場
の
ダ
ク
ト
に
ア
ス

ベ
ス
ト
が
使
用
さ
れ
て
い
る
疑

い
が
あ
る
。
③
Ｔ
Ｋ
Ｋ
で
の
ア

ス
ベ
ス
ト
取
扱
い
作
業
で
は
教

育
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。
④

貨
車
ア
ン
ダ
ー
シ
ュ
ー
に
ア
ス

ベ
ス
ト
使
用
の
疑
い
が
あ
る
。

⑤
社
宅
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の

か
等
、
不
安
が
出
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
佐
藤
事
務
局
長

は
①
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
・
ガ
ラ
ス

ウ
ー
ル
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
量

に
対
す
る
国
の
規
制
を
調
査
す

る
。
②
北
山
形
の
社
宅
で
使
用

さ
れ
て
い
た
が
改
修
工
事
は
終

了
し
て
い
る
と
答
弁
。
最
後
に

支
部
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員
会

は
①
職
場
で
ア
ス
ベ
ス
ト
ら
し

き
物
が
出
た
場
合
は
作
業
責
任

者
に
即
連
絡
を
す
る
こ
と
。
②

特
殊
健
康
診
断
の
結
果
と
こ
れ

ま
で
ア
ス
ベ
ス
ト
を
扱
っ
て
き

た
本
人
の
履
歴
も
合
わ
せ
て
支

部
・
地
本
へ
提
出
す
る
こ
と
を

要
請
。
更
に
今
後
も
学
習
会
を

開
催
し
て
い
く
こ
と
を
全
体
で

確
認
し
、
会
は
終
了
し
た
。
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宮
城
県
支
部
は
例
年
恒
例
と
な
っ

て
い
る
稚
内
闘
争
団
へ
の
激
励
交

流
オ
ル
グ
団
を
９
月
１
日
か
ら
３

日
の
行
程
で
派
遣
し
た
。

オ
ル
グ
団
は
曽
我
宮
城
県
支
部

執
行
副
委
員
長
を
団
長
と
し
、
宮

城
県
支
部
か
ら
佐
藤
春
男
氏
と

高
橋
浩
仁
氏
、
仙
総
支
部
よ
り
江

刺
家
逸
郎
氏
と
渡
辺
一
則
氏
、

共
闘
（国
労
闘
争
団
を
支
え
る
会
）

か
ら
横
山
勝
氏
の
６
名
で
構
成
。

一
行
は
仙
台
空
港
か
ら
千
歳
へ
と

飛
び
、
そ
の
後
稚
内
空
港
へ
到
着
。

稚
内
闘
争
団
の
出
迎
え
を
受
け
、

早
速
稚
内
闘
争
団
の
事
務
所
で

団
員
・家
族
と
交
流
を
行
っ
た
。

交
流
会
は
オ
ル
グ
団
の
自
己
紹

介
と
近
況
報
告
か
ら
始
ま
り
、
不

採
用
問
題
の
解
決
に
向
け
た
闘
い

の
行
動
や
支
援
の
取
り
組
み
な
ど

が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
闘
争
団
組

合
員
・家
族
か
ら
は
こ
の
間
の
闘
い

の
経
過
や
現
状
報
告
が
な
さ
れ
た
。

特
に
二
十
年
を
越
え
る
長
期
に
わ

た
る
闘
い
の
経
過
に
は
様
々
な
出

来
事
が
あ
り
、
不
採
用
、
解
雇
時

の
屈
辱
と
悔
し
さ
、
家
族
・自
身

と
の
葛
藤
な
ど
、
と
て
も
一
言
で

は
言
い
表
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
涙

あ
り
笑
い
あ
り
の
交
流
と
な
っ
た
。

一
行
は
翌
日
の
「稚
内
団
結
祭

り
」に
た
ま
こ
ん
に
ゃ
く
の
販
売
を

し
て
参
加
を
す
る
た
め
、
あ
ら
か
じ

め
郵
送
し
て
い
た
た
ま
こ
ん
に
ゃ
く

の
仕
込
を
深
夜
か
ら
開
始
。
個
性

的
な
味
付
け
が
功
を
奏
し
た
の
か
、

翌
日
の
団
結
祭
り
で
は
あ
っ
と
い

う
間
に
完
売
し
た
。

祭
り
後
に
再
度
交
流
会
を
開
始
、

翌
日
は
イ
カ
の
一
夜
干
し
作
業
所

見
学
と
体
験
を
し
、
帰
路
に
つ
い

た
。
「
今
も
闘
い
を
継
続
し
て
い

る
意
志
と
力
、
闘
い
の
原
点
を
再

確
認
し
て
き
た
。
（曽
我
団
長
）」の

言
葉
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
い
つ

も
の
事
で
は
あ
る
が
、
激
励
の
つ
も

り
が
最
後
は
激
励
さ
れ
元
気
を
も

ら
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

と
き九

月
二
九
日
（
土
）
十
三
時

～
三
十
日
（
日
）
十
二
時

と
こ
ろ

仙
台
市
・
茂
庭
荘

お
知
ら
せ

国
労
会
館
建
設
資
金
返
済
業

務
の
取
り
扱
い
変
更
に
つ
い
て

国
労
会
館
建
設
資
金
返
済
業

務
は
１
９
９
９
年
度
末
償
還
期

限
以
降
、
（財
）国
労
会
館
仙
台

事
業
部
で
取
り
扱
い
を
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
び
返
済
業
務
が
一
定

の
整
理
を
見
た
こ
と
等
か
ら
、

（
財
）
国
労
会
館
仙
台
事
業
部

で
取
り
扱
っ
て
き
た
業
務
の
残

り
に
つ
い
て
、
国
労
仙
台
地
方

本
部
で
引
き
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
国
労

会
館
建
設
資
金
返
済
請
求
に
つ

い
て
は
下
記
に
請
求
を
し
て
く

だ
さ
い
。

記

住
所

〒
９
８
４-

０
０
１
５

仙
台
市
若
林
区
新
寺

一
丁
目

４-

３
１

名
称

国
鉄
労
働
組
合

仙
台
地
方
本
部

担
当
係

岡
崎

連
絡
先
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
２-

２
９
３-

７
４
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
２-

２
９
９-

７
４
３
５

請
求
方
法

所
定
の
請
求
書
に
必
要
事
項

を
記
載
の
上
「国
労
会
館
建
設

資
金
受
領
之
證
」と
あ
わ
せ
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。


